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o.はじめに
本稿で取り上げるナーラーヤナ・パンディタ

(Naray叫aP旬c}.ita、十七世紀中頃）は、カーリ

ダーサ（Kiilidasa，五世紀頃）の作品のうちの二

つのマハーカーヴィヤ、すなわち rラグヴアン

シヤ』と『クマーラサンパヴア』に対する注釈

家の一人である。カーリダーサの両作品に対す

る注釈は，既刊未完のものを含めかなりの数が

数えられる。それらのなかで、標準的な注釈と

みなされしばしば参照されるのはマッリナータ

注であろう lo さらに，近年、現存する注釈の

うちでは最も古いものとされるヴァッラパデー

ヴァの注釈が注目を集されている20 それに加

えて筆者が注目するのは、ナーラーヤナ・パン

ディタによる注釈『ヴィヴァラナ』 （Vivara!Za)

である3。ナーラーヤナ・パンディタの注釈は、

非常に詳細で、詩節に描かれる内容について深

い調察を具体的に提示し、また作品の全体とし

ての構成についても注意が払われており、カー

リダーサの作品を読む上で、ひいては韻文カー

ヴィヤを読むうえで有用である。筆者は、将来、

このナーラーヤナ・パンディタ注によるカーリ

ダーサ作品の解釈を提示したいと考えている。

1幾度となく刊行されているマッリナータ注ではある

が、各刊本は先行刊本の複製である気配が濃厚であり、既
存刊本間の関係の確定、そして一次資料と一応みなしう
る写本資料にもとづいて再度校訂される余地はあると思

われる。
2Goodall and Isaacson (2003）。

3 rヴィヴアラナ』注は、まずSiistli,ed. (1913）として刊

行されたが，絶版となって久しかった。しかし、 Dwivedr,
ed. (2004）が出版され、容易に接することが可能となっ
た。 Dwivedf,ed. (200呼）は、校訂の根拠について明示し
ないながらも、 Siistn,ed. (1913）の難読箇所について新た
な読みが提案されている場合があり参照する意味がある。

本稿においては、先行研究（λS..,Wariar (1930), 
Narah釘i(1945), K. K. Raja (1980））にもとづい

て、ナーラーヤナ・パンディタという人物につ

いて若干の覚え書きを記すこととしたい。

1.呼び名について

ナーラーヤナ・パンディタは、『マーナメー

ヨーダヤ』後半の作者としてよくしられている

が、λs(In位'O.,i）によれば、その名前自体、同
書前半の著者でありより著名なナーラーヤナ・

バッタ（Naray切aBhatta）と区別するために、後

の者によって敬称「パンディタ」が付されて呼

ばれたものである4。

1.年代と生涯

ナーラーヤナ・パンディタ活動年代は、十七

世紀の中頃である。ナーラーヤナ・パンディタ

は、『マーナメーヨーダヤ』後半部でカリカット

のマーナヴェーダ（Manaveda）王に対して「陸海

の支配者マーナヴェーダ王よ」と呼びかけてい

る5。このマーナヴェーダ玉は『クリシュナギー

4ナーラーヤナ・バッタは、『マーナメーヨーダヤ』前

半部の他に『ナーラーヤニーヤ』 （NiiriiyalJ砂＇0）および『プ
ラクリヤーサルヴァスヴア』 （Prakrち1iisarvasva）の著者と
して著名である。その活動については K.K.R司ja(1980, 
119-152）に詳しい。

5Miinameyodaya 313.9-314.2: veliil拍ghipay功－
payodhivisaratkallolatulyodayair iiliipiivi号ayair yasobhir 

akhilaJ!l lokaJ!l pari~kurvate / li1iinirjitasiistraviiya ca vayaJ!l 
tubhyaJ!l kim iisiismahe sailiibdhrsvara m加avedanniate

jry碕sahasraJ!lsam劫II(C. K. Raja and Sastri’s trans.：“For 
you who adorn the entire world with your fame which rises 
like the waves beating in the milk-ocean overflowing the 

shores and which is beyond the scope of speech, and who 
as if in spo託 haveconquered your f侃 s,what is it that we 
can wish for you? Oh Lord of the hills and the ocean, King 

Miinaveda, may you reign supreme for a thousand years.”） 
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テイ』 （Krgiagfti）の作者であるマーナヴェーダ

に同定され、ナーラーヤナ・パンディタの庇護

者であると同時に、『マーナメーヨータゃヤ』前半

部の作者であるナーラーヤナ・バッタの庇護者

でもあった。同王によるカリカットの統治年は

1655年から 1658年であり、この期間に『マー

ナメーヨーダヤ』後半部は著されたと考えられ

る60

λS (Intro., iii-iv）によれば、彼の父はニーラ

カンタという学者であり、詩人プルショーッタ

マの娘カーリーを母としていたとされる。彼に

はシュリークマーラという兄がおり、スプラフ

マンヤ、ラーマーチヤールヤ、クリシュナ等の

名の師についてミーマーンサー学やカーヴィヤ

を身につけた。活動した地域は、今日のケーラ

ラ州中北部である70

2.著作

ナーラーヤナ・パンディタの著作で、現在われ

われに伝えられているものは次の四つである。

ミーマーンサー学派パーツタ派の綱要書「マー

ナメーヨーダヤ』（Manameyodaya）の後半部、す

なわち認識対象（meya）部。本作品は当初ナー

ラーヤナ・バッタによって企図されたが、彼は

完結させることなく没し、のこされた後半を庇

護者マーナヴェーダ王に請われてナーラーヤ

ナ・パンディタが自らの筆によって完結させた

と考えられている。

つぎに、カーリダーサの『ラグヴァンシ

ヤ』に対する注釈『パダールタディーピカー』

(Padarthadfpika）と、「クマーラサンノtヴア』

に対する注釈『ヴィヴアラナ』 （Vivara!la）と

カまある。 Goodalland Isaacson (2003）によっ

て、ヴァッラパデーヴァとの関連において

それらの特徴が指摘されている。アルナギリ

ナータ（Arm:iagirinaatha）注『プラカーシカー』

(Prakasika）に対する複注というべきもので8、注

6K. K. R吋a(l980, 132-133) 

7λS (Intro., iv）によれば、『クマーラサンパヴア』注の
冒頭詩節から、具体的な地名として Puras印刷vipina（現在
のどこにあたるか不明）、 Brahmakhala（現在のGuruvayiir
付近）、 Ba.Jamandanilaya（現在のTrccerumannam）の三つ
が彼の活動地としての可能性を指摘されている 0
8アルナギリナータの年代については、 Sastri,G. (Pref-

ac巴）によれば、ケーシャヴァスワーミン（12世紀頃）か

釈の冒頭に詩節の基本構文を詩節を構成する語

の順序を変えた散文で提示する。

さらに、ナーラーヤナ・パンディタ独自の

作品として、『アーシュレ｝シャーシャタカ』

(Asle~asataka） がある。この作品は、ナーラー

ヤナ・パンディタの妻アーシュレーシャーの名

を冠した文字通り百詩節からなる韻文文学作品

である。内容はナーラーヤナ・パンディタが、

離れた妻に呼びかけるものであり、主要なラサ

は愛（s！泊gara）である。 9
また、ナーラーヤナ・パンディタの著作で現

存せず、内容も不明なものとして次の四つがあ

るIOo 

Srimasotsavacampfi 

Srimadbhagavataprabandha 

Nrsii:phacampfi 

Vaidehinavasangacampfi 

これらに加えさらに、Wariar(1930, 93）は、パ

ヴァプーティ（Bhavabhfiti，八世紀前半頃）の

『ウッタララーマチャリタ』（U ttarariimacarita) 

に対する注釈『パーヴアールタディーピカー』

(Bhavarthadipika)11、カーヴィヤ作品『ゴーヴイ

ンダチャリタ』（Govindacarita）、ニャーヤ学説に

関する著作『タモーヴァーダ』 （Tamoviida）の三

作品をナーラーヤナ・パンディタに帰すが、 λS

(Intro, ii・iii）およびK.K. Raja (1980, 148・150)

によってWariar説はほぼ否定されている。

3.評価

前節ではナーラーヤナ・パンデ、ィタに関連す

る著作について整理した。本節では現在に作

らの引用が見られること、およびマッリナータが引用す
ることから 12世紀から 14世紀の間ということになる。

9ナーラーヤナ・パンディタの妻との別離状態が、妻
の死によるものか、あるいは一時的な別れによるものか
は定かでないが、 λS(Intro., x）は作品の主要なラサが愛
であるという点から後者を支持する。

IOλS (Intro., ii）。これらは Narahari(1945,103-104）が
指摘するように、『クマーラサンパヴア』第三章、五章、
六章、八章に対する rヴイヴァラナ』注末尾の詩節にお
いて言及されている。
11K. K. Raja (1980, 148-149）によれば、この『ウッタラ

ラーマチャリタ』注の著者であるナーラーヤナは、『マーナ

メーヨーダヤ』前半部の著者であるナーラーヤナ・バッタ
の弟子であり、目下のナーラーヤナ・パンディタとは同時
代の別人である。なお同注の写本は GovernmentOriental 
Manuscrits Library (Chennai) R3829カ1ある。
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品が伝えられる四作についてその評価を概観

する。

『マーナメーヨータ’ヤ』がバッタ派ミーマー

ンサーの認識論綱要書として有意義なものであ

り、広く受け入れられてきたことは言を待たな

いであろう。

カーリダーサの二つのマハーカーヴィヤに対

する注釈については、『ラグヴァンシヤ』に対

するヴァッラヴァデーヴァ注との比較を中心

に、 Goodalland Isaacson (2003）が随所で論じ

ている。 Goodalland Isaacson (2003, xxxi）カ~l,-l

うように、そもそもカーリダーサが著した作品

の元々のかたちを回収することは困難である。

しかし、現存最古の注であるヴァッラヴァデー

ヴァ注がより原形に近い読みを伝えているとい

うことはいえよう。注釈家たちは、それぞれが

接したかたちでのカーリダーサの作品に対して

注釈を施し、文法的に問題を感じる場合や地理

上の不整合など彼らが原文に納得できない場合

には詩節そのものを修正したり、あるいは詩節

の順序を変更したり、あるいは新たな詩節を付

加したりしたようである。そして、それらの改

変を加えられた作品が改変以前の作品よりも自

然な形となっている場合がある。ナーラーヤナ

注もまた南インドの伝承を反映し、カーリダー

サの原形詩節からは離れる場合がある。

「アーシュレーシャーシャタカ』については、

その内容や表現がλS(Intro., xx-xi）において高

く評価されているが、十分な研究がなされてい

るわけではない。ナーラーヤナ・パンディタ独

自の作品として今後の研究がまたれるところで

ある。

4.まとめ

カーリダーサの著作は、その高い評価を裏

付けるべくインドの諸地域に伝えられ、 Ab-

hij万iinasiikuntalaの四つの伝本は極端な例とし

ても，地域・年代・注釈家の解釈によって、相

当な相違が見出される。カーリダーサ著作の原

形を探る試みは、当然重要かつ興味深いもので

あるが、しかし本当の意味での「原形」という

ことについては、それを確定することは相当に

困難である。その試みも一つの方向として視野

に入れつつ、筆者は、注釈家たちがどのように

カーリダーサの作品を解釈したかという方向に

深く関心をもっ。とりわけ韻文作品は読者に一

様の解釈を強いるものではなく、テキストの相

違がある場合はもちろん、それのない場合でも

注釈家たちはそれぞれのかたちでカーリダーサ

を読んでいる。ナーラーヤナ・パンディタによ

る解釈を検討することは、この点でも興味深い

ものであろう。
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